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要         旨 

  本論文は、明治維新後に能楽の地域伝承が生成した新しい基盤を明らかにす

ることを目的とし、19 世紀後半から 20 世紀初めの、東京と他地域の能楽の演

者について、その移動に着目し、地域間の関係や交流と創造の過程、技法と表

現を明らかにするものである。資料としては、能楽関係者の著作、能楽関係雑

誌、新聞、演能番組記録など、その多くは申請者が独自に見出した資料であ

る。まず、第 1 章で、明治期の時期区分を小林責により示し、1903 年の芝能

楽堂建設を漸進期、そして 1902 年の『能楽』発刊から東京音楽学校能楽囃子

科設置の 1912 年までを煥発期として、そこで松山出身の池内信嘉が囃子方養

成の重要な意味を持つことを示した。第 2 章では、人材を育てた城下町とし

て、池内信嘉と太鼓方の川崎九淵の出身地である松山、太鼓方柿本豊次の出身

地である金沢を取り上げ、両都市での能楽生成の過程を明らかにした。第 3 章

では、明治期に謡曲界を作った都市として青森を取り上げ、梅原稔による「青

森に於ける謡曲」を読み込み、青森市の謡曲愛好家集団が都市に基盤を置くこ

とを歴史的、地理的側面から検証した。第 4 章では、村落が育てた歌唱様式と

して、東北地方各地で伝承される、御祝、という民謡の歌唱様式について、謡

との同時並置などの演奏様式などをもたらした謡曲の需要とその教習のあり方

を示した。そして、第 5 章では、村落を基盤に伝承されている能楽として黒川

能を取り上げ、その出張公演の記録を検討し、その公演の目的や特徴、用途な

どを明らかにした。 
  以上のように、本論文は明治期に東京を核としながらもそれぞれの都市や村

落で独自のあり方で存在し、新たな伝承の基盤が生成することを明らかにした

研究として、評価される。審査委員会は 2 回開催され、1 回目では、黒川能の

台本の記述にウェイトがかかりすぎて全体の論のバランスを欠くことから、こ

の部分については、出張公演の資料を十分に検討することに代えることで、各

章の構成を変更することが求められた。2 回目では、各章に小括をつけて、ま

とめることで、全体の論旨を明確にすることと、題目を内容に即して変更する

ことが提案された。公開発表会では参加者は少なかったものの、有意義な議論

が活発に行なわれ、明治期の人々の間に能楽という分野を通じて、強い学習意

欲があったことも議論された。また、議論の深まりと共に、申請者が深い知識

を持っていることもわかった。 
  以上から、審査委員会では本論文が本学の学位論文として十分な水準にあ

り、学位、博士（人文科学）（Ph.D. in Musicology）に相応しいと判断した。 
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